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日本看護協会ホームページと
最新看護索引Webの活用

















































































































































































































































































標 題 ； 副 標 題






巻 （号) １ ×





注 記 ・ 出 典 １ ×
記 事 区 分 ３
?いずれかを含む」
のみ
文 献 № １ ×
図５ 条件検索画面
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のチェックボックスにチェックを入れて「検
索条件に追加」を押すと条件検索画面にその
語が自動的に入力される（３語まで）。
４．検索項目
検索項目は表２に示した通りであるが、よ
く利用される件名、著者、雑誌、分類、記事
区分について説明する。
⑴ 件名
シソーラスはなく、原則フリータームで付
与している。ただし、同意語などは一部統一
しているものもある。
⑵ 著者
著者項目では、著者、ふりがな、所属のい
ずれも検索可能である。著者が３人までの場
合は全員、４人以上の場合は第１著者のみ著
者とは別に訳者がいる場合は訳者も２名ま
で、それ以上の場合は第１訳者のみ、検索可
能である。著者のふりがなでも検索可能なの
で、漢字がわからない場合は便利である。所
属は原則雑誌の記載通りで、統一はしていな
い。
また、条件検索の著者の項目で探す場合に
限り、新字と旧字、異体字も一括で検索でき
る。たとえば「山崎」と「山﨑」は、どちら
で検索しても両方ヒットする。簡易画面でも
著者検索は可能だが、新字、旧字、異体字は
別々に認識され一括で検索はできない。新字、
旧字、異体字の一括検索可能な文字のリスト
はヘルプの「12著者」の項目に掲載している。
⑶ 雑誌
雑誌名または ISSNで検索できる。条件検
索の場合は、参照画面で誌名を確認後検索す
ると漏れがない。またヘルプの「13雑誌名」
に、収載誌一覧をPDFファイルで掲載して
いる。
⑷ 分類
全ての文献に１つ分類が付与されている。
分類項目とその主な内容は、ヘルプの「18分
類」に一覧で掲載している。分類で文献を絞
る場合は最大３つまで選択できる。複数選ん
だ場合は自動的にOR検索の指定となる。
『日本看護学会集録』『日本看護学会論文集』
は、「日本看護学会ほか」という分類にまとめ
て掲載し、主題での分類はしていない。また
『日本看護学会抄録集』は抄録のため「索引
Web」では採録対象外としている。
⑸ 記事区分
1999年版以降は、すべての文献に原著、研
究、調査、事例、実践、資料、総説、提言、
判例、法律のいずれかを付与している。解説、
抄録、講演、シンポジウム、インタビュー、
座談会は2001年版以前の文献にのみ付与され
ている。編集方針が変更となった2002年採録
分以降は、これらの文献は採録対象外として
いるが、利用者のニーズが多いということが、
当館の複写状況や利用者の動向より見受けら
れ、編集委員会で検討した結果2011年採録分
より、看護職の書いた解説（基礎教育レベル
のものやマニュアル的なものは除く）と、講
演録でも講演後にまとめ直した資料的価値が
図６ 参照画面
日赤図書館雑誌 2012；19(1)：3-11
8
あるものは採録対象とすることになった。
記事区分の判断は原則雑誌に記載があれば
それを優先し、ない場合はインデクサーが付
与する。ただし原著は、雑誌に記載されてい
る場合のみ付与し、インデクサーの判断では
付与していない。また1997年版から1999年版
の文献でも、原著と雑誌に記載があったもの
は「索引Web」にも記載している。
記事区分の一覧は、ヘルプページの「20記
事区分」にも掲載している。
?．検索結果表示・印刷
検索結果には図７のように、標題、著者、
ふりがな、所属、雑誌名（ISSN）、巻（号）、
ページ、発行年月、分類、キーワード、注記・
出典、記事区分、文献番号が表示される。標
題のみのコンパクトな表示形式に変更するこ
ともできる。
2012年２月より「索引Web」に医中誌Lin-
kServiceを導入した。それにより42回以降の
『日本看護学会論文集』は文献単位で、全文
PDFへ直接リンクできるようになった。
また『日本看護学会論文集』以外の文献も
CiNii、J-Stage、メディカルオンライン、
Medical Finder、Pier Online、PubMedな
ど他のデータベースへのリンクが可能とな
り、全文へのリンクも可能となったため、今
まで身近に資料がなかった場合は複写申し込
みをするしか方法がなかったが、アクセスが
大幅に向上した。
図７の四角で囲んだ部分がリンク情報であ
る。この例では「CiNii」「最新看護索引Web
 
PDF」「医中誌Web」のアイコンが表示され
ている。このうち「最新看護索引Web PDF」
をクリックすると『日本看護学会論文集』に
掲載された論文がPDFで表示される（図
８）。
印刷はブラウザの印刷機能から行う。
?．会員向けと機関向けの機能の相違点
機関向けと会員向けの大きな相違点として
は、機関向けはWebから直接複写の申し込
みができないが、会員向けはWebから直接
複写の申し込みができる点である。どちらも
文献を保存する機能はあるが、機関向けの場
合は文献の保存のみの機能なので「文献フォ
図７ 検索結果の表示例
図８ 『論文集』PDFの表示例
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ルダ」（図９）、会員向けの場合は複写申込で
きる機能があるため、「カート」（図10）とい
うように名称が異なっている。
１．文献フォルダ
検索結果の右端にチェックボックスがあ
り、チェックして「チェックした文献のフォ
ルダ保存」を押すと、フォルダに文献を保存
できる。「文献フォルダ」には最大50件まで保
存できる。
保存したデータは、簡易検索、条件検索い
ずれからも「文献フォルダ」をクリックすれ
ばフォルダにある文献を確認できる。また
フォルダに保存したデータは、削除ボタンで
不要な文献を削除することもできる。「索引
Web」を閉じない限り、フォルダに保存され
る。保存したデータのダウンロードやメール
転送機能はない。
機関向けの場合、Webから直接複写申し込
みはできないが、図書館等からの相互貸借は、
ファックスまたは郵便で受け付けている。料
金、送付条件等は本会会員に準じる。
２．カート
「文献フォルダ」と同様に検索結果をチェッ
クし、「チェックした文献の複写申込」を押す
と「カート」に文献が最大50件まで保存でき、
必要に応じてWebから複写の申込ができ
る。複写文献の確認画面では、「最新看護索引
Web PDF」のアイコンがあるものは、「索引
Web」から全文を閲覧、印刷できるので、グ
レーで表示され（図10）、複写申込ができない
システムになっている。
?．おわりに
「索引Web」の利用対象者の中心は、文献
検索の初級から中級程度と想定し、マニュア
ルを読まなくても検索ができるようなシンプ
ルで使いやすいデータベースとなっている。
「索引Web」から直接複写申込ができるよ
うになったことで、会員からの複写申込が以
前の３倍に増加するなど、会員の利便性が大
幅に向上した。
さらに、2012年２月より『日本看護学会論
文集』の全文PDFが「索引Web」から利用
できることとなったため、機関契約も大幅に
増加した。機関向けは有料になるが、１アク
セス1,050円／月からと低価格の設定として
いるので、多くの機関の方に使っていただけ
れば幸いである。
（本稿は第19回日赤図書室協議会研修会での
発表を元にまとめたものである。）
図10 カート画面
図９ 文献フォルダ
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